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１．懇談会設置の背景

・下水道は、都市の環境改善や水質の保全だけでなく、地球温暖化対策や良好な水環境

の回復、資源・エネルギー循環など環境に対して多用な役割。

・下水道は身近な存在であり、生活環境から地球環境までの幅広い環境問題にも関わっ

ていることから、下水道が環境教育に果たす役割は非常に大きい。

・懇談会では、分かりやすい教材作りと具体化するためのプログラムづくりを軸として検討
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２．懇談会の議論のポイント

・計画に沿って必ず実行される各教科・単元をメインターゲットにし、特定の単元において

利用可能な教材とする。

・下水道については教員にもほとんど理解されていないことから、まずは教員に下水道を

理解して頂く必要がある。

・最初のターゲットとして、意欲・経験のある教員を対象に指導案を作成してもらい、モデ

ルプログラムとして実施し、次の段階で一般に広げていくという2段階方式での普及を図

ることが効果的である。

枠組みについて

・夏休み期間中に実施される教員研修の場を利用して、下水道分野の理解を深めて頂き

ながら、指導案を共同で作成するワークショップを行うことが効果的である。

・下水処理施設等の現場見学を含めた体験型の研修を行うことが効果的である。

・行政が各教科・単元と下水道とのかかわりを示した上で、具体的な指導案の作成に当

たっては教員が中心となって作成してもらうのが効果的である。

・参加していただいた教員に、即授業に使えるような素材をＣＤなどとして提供するとよい。

さらに、環境教育に対する助成金のような仕組みがあるとよい。

教員研修について



３．モデルプログラムの実施

「循環のみち下水道環境教育モデルプログラム」の実施スケジュール案（平成21年度）

H21.6月

H21.7月下旬～8月

H21.9月～

地方公共団体への説明・募集・選定

「モデル授業」展開

「教員向け研修」開催

○学習指導案や実施事例・活動人材（技術者ＯＢ等の活用）
等に関する情報プラットフォームの構築

○これらに対する支援制度（基金等を想定）の確立

目指すべきアウトプット



５．教員向け研修の概要

・現地見学等を採り入れ、下水道を「見える化」する

研修を行い、下水道が果たすべき機能を教員の

方々に正しく認識。

・ワークショップを通じて学習指導案を作成し、小学

校で下水道環境教育を実践できるよう支援。

●研修の趣旨

●研修内容（一例）

10：00 ～ 解説① 下水道の基本理念・概要

11：00 ～ 下水処理場現場見学

12：30 ～ 休憩

13：30 ～ 解説② 教科・単元と下水道のかかわり

14：00 ～ ワークショップ（班別に学習指導案作成・発表）

16：30 ～ まとめ


